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岩
佐
昌
暲　

経
歴
及
び
学
術
活
動
目
録

経
歴

一
九
四
二
年
五
月
一
日 

島
根
県
大
原
郡
木
次
町
三
日
市
（
現
島
根
県
雲
南
市
木
次
町
三
日
市
）
に
岩
佐
保
、
岩
佐
友
子
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
る

一
九
四
九
年
四
月 
木
次
町
立
木
次
小
学
校
入
学
（
一
九
五
五
年
三
月
卒
）

一
九
五
五
年
四
月 
木
次
町
立
木
次
中
学
校
入
学
（
一
九
五
八
年
三
月
卒
）

一
九
五
八
年
四
月 

島
根
県
立
三
刀
屋
高
等
学
校
普
通
科
入
学

一
九
六
一
年
三
月 

島
根
県
立
三
刀
屋
高
等
学
校
普
通
科
卒
業

一
九
六
一
年
四
月 

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
入
学

一
九
六
六
年
三
月 

同
上　

中
国
学
科
卒
業
（
卒
業
論
文
指
導
教
員
本
田
済
教
授
、
題
目
「
阮
籍
小
論
」
）

一
九
六
六
年
四
月 

島
根
県
高
等
学
校
教
員
に
採
用
さ
れ
、
県
立
吉
賀
高
等
学
校
教
諭
に
配
属
さ
れ
る
が
辞
退

一
九
六
六
年
四
月 

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
（
中
国
語
中
国
文
学
専
攻
）
入
学

一
九
六
六
年
四
月 

羽
衣
学
園
高
等
学
校
（
漢
文
）
非
常
勤
講
師
（
〜
一
九
六
九
年
三
月
）

一
九
六
七
年
三
月 

伊
藤
友
子
と
結
婚

一
九
六
九
年
三
月 

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
（
中
国
語
中
国
文
学
専
攻
）
修
了
（
指
導
教
員
本
田
済
教

授
、
修
士
論
文
題
目
「
道
家
学
派
の
成
立
」
）

一
九
六
九
年
四
月 

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
（
中
国
文
学
専
攻
）
入
学

一
九
六
九
年
四
月 

龍
谷
大
学
（
中
国
語
）、
大
阪
教
育
大
学
付
属
天
王
寺
高
校
（
漢
文
）
非
常
勤
講
師
（
〜
一
九
七
三
年
三
月
）

一
九
七
二
年
三
月 

同
大
学
院
同
研
究
科
同
課
程　

単
位
取
得
退
学
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一
九
七
二
年
一
一
月 

金
沢
大
学
教
養
部
教
員
採
用
の
内
定
、
同
時
に
中
国
に
お
け
る
専
家
採
用
決
定
の
通
知
を
受
け
、
専
家
を

選
ぶ

一
九
七
三
年
三
月 

中
国　

北
京
第
二
外
国
語
学
院　

外
国
人
専
家
と
し
て
北
京
に
赴
任
（
〜
一
九
七
八
年
三
月
）

一
九
七
八
年
三
月 

北
京
の
任
期
を
終
え
、
帰
国

一
九
七
八
年
四
月 

関
西
大
学
、
大
阪
市
立
大
学
、
同
志
社
大
学
、
神
戸
大
学
（
中
国
語
）、
大
阪
府
立
門
真
北
高
校
、
同
野

崎
高
校
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
予
備
校
（
現
代
国
語
・
漢
文
）
非
常
勤
講
師
（
〜
一
九
八
〇
年
三
月
）。
同
時
に
日

中
友
好
協
会
大
阪
府
本
部
理
事
、
同
中
国
語
教
室
講
師
（
〜
一
九
八
〇
年
三
月
）。

一
九
七
九
年
三
月 
駿
台
予
備
校
嘱
託
職
員
と
し
て
駿
台
外
語
専
門
学
校
（
大
阪
）
設
立
準
備
に
従
事
（
〜
一
九
八
〇
年
三
月
）

一
九
八
〇
年
四
月 

九
州
大
学
助
教
授
（
教
養
部
）

一
九
八
八
年
四
月 

九
州
大
学
助
教
授
（
言
語
文
化
部
新
設
に
と
も
な
い
配
置
換
）

一
九
八
八
年
九
月 

九
州
大
学
教
授
（
言
語
文
化
部
）

一
九
九
三
年
四
月 

文
部
省
在
外
研
究
員
（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
﹇
四
月
﹈、
香
港
中
文
大
学
﹇
五
月
〜
六
月
﹈、
北
京
大
学

﹇
七
月
以
降
﹈
に
て
研
究
に
従
事
、
受
入
れ
は
中
文
系
・
謝
冕
教
授
。
〜
九
四
年
一
月
）

一
九
九
四
年
四
月 

大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
設
置
に
と
も
な
い
国
際
言
語
文
化
講
座
を
兼
担
（
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

一
九
九
八
年
四
月 

九
州
大
学
評
議
員
・
言
語
文
化
部
長
（
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

二
〇
〇
〇
年
四
月 

改
組
に
よ
り
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
に
配
置
換
、
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
国
際
言
語
文
化
講
座
兼

担
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）

二
〇
〇
〇
年
四
月 

九
州
大
学
評
議
員
・
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
長
（
〜
二
〇
〇
二
年
三
月
）

二
〇
〇
二
年
五
月 

九
州
中
国
学
会
会
長
・
理
事
長
（
〜
二
〇
〇
五
年
五
月
）

二
〇
〇
五
年
三
月 

九
州
大
学
辞
職

二
〇
〇
五
年
四
月 

熊
本
学
園
大
学
教
授
（
外
国
語
学
部
・
同
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
）
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二
〇
〇
五
年
五
月 

九
州
大
学
名
誉
教
授

二
〇
〇
七
年
八
月 

学
校
法
人
熊
本
学
園
評
議
員
（
〜
二
〇
一
三
年
三
月
）

二
〇
〇
八
年
四
月 

熊
本
学
園
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
長
（
〜
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）

二
〇
一
三
年
三
月 

熊
本
学
園
大
学
を
定
年
に
よ
っ
て
退
職

二
〇
一
三
年
四
月 

熊
本
学
園
大
学
特
任
教
授
（
外
国
語
学
部
・
同
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
、
〜
二
〇
一
四
年
三
月
）

　

非
常
勤
講
師

こ
の
間
、
九
州
大
学
文
学
部
に
併
任
さ
れ
講
義
を
担
当
、
ま
た
熊
本
大
学
文
学
部
、
神
戸
大
学
文
学
部
、
大
阪
大
学
文
学
部
、
山

口
大
学
人
文
学
部
、
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
、
下
関
市
立
大
学
大
学
院
に
て
集
中
講
義
（
い
ず
れ
も
中
国
文
学
特
殊
講
義
）
。

一
九
八
〇
年
よ
り
九
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
福
岡
女
子
短
期
大
学
、
西
南
学
院
大
学
、
福
岡
大
学
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
短
期
間
の
非
常
勤

講
師
（
全
学
教
育
中
国
語
）

　

学
会
役
職　

〔
（
）
内
は
担
当
し
た
役
職
〕

日
本
現
代
中
国
学
会
（
理
事
、
常
任
理
事
、
西
日
本
部
会
代
表
、
編
集
委
員
な
ど
）、
日
本
中
国
学
会
（
評
議
員
）、
日
本
中
国
語
学

会
（
理
事
、
評
議
員
）、
九
州
中
国
学
会
（
理
事
、
理
事
長
、
学
会
長
）、
日
本
郭
沫
若
研
究
会
（
代
表
、
会
長
）

　

社
会
に
お
け
る
活
動

（
財
）
大
学
基
準
協
会
専
門
審
査
・
評
価
委
員
、（
財
）
日
本
中
国
語
検
定
協
会
（
評
議
員
、
理
事
、
名
誉
理
事
）、
福
岡
市
ア
ジ
ア
文

化
賞
推
薦
委
員
、
福
岡
県
第
四
大
都
市
圏
ア
ジ
ア
交
流
推
進
事
業
ア
ジ
ア
交
流
人
材
育
成
研
究
会
委
員
、（
財
）
中
国
研
究
所
所
員

西
南
大
学
〔
中
国
〕
中
国
新
詩
研
究
所
客
員
教
授
、
武
漢
大
学
『
長
江
学
術
』
編
集
委
員
、
四
川
大
学
中
文
系
『
現
代
中
国
文
化
与
文
学
』

編
集
委
員
、
重
慶
市
抗
戦
文
史
研
究
中
心
特
約
研
究
員
、
澳
門
大
学
『
南
国
人
文
学
刊
』
編
集
委
員
、
郭
沫
若
研
究
年
鑑
編
集
顧
問
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学
術
活
動

著
書
・
編
著
・
訳
書

一
九
八
三
年　

七
月　

『
中
国
の
少
数
民
族
と
言
語
』、
一―

二
八
八
頁
、
光
生
館
〔
著
書
〕

一
九
九
二
年
一
〇
月　

『
新
時
期
文
学
概
説
』、
一―

一
四
七
頁
、
櫂
歌
書
房
〔
著
書
〕

一
九
九
七
年
一
二
月 

『
《
詩
刊
》（
一
九
五
七―

一
九
六
四
）
総
目
録
・
著
訳
者
名
索
引
』〔
岩
佐
昌
暲
主
編
〕、
一―

一
七
八
頁
、

中
国
書
店
〔
編
著
〕

二
〇
〇
一
年　

三
月 

『
紅
衛
兵
詩
選
』〔
岩
佐
昌
暲
・
劉
福
春
編
〕、
一―

二
九
三
頁
、
中
国
書
店
〔
編
著
〕

二
〇
〇
三
年　

三
月 

言
語
文
化
研
究
叢
書
Ⅶ
『
文
革
期
の
文
学
』、
一―

一
六
一
頁
、
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
〔
著
書
〕

二
〇
〇
四
年　

三
月 

『
文
革
期
の
文
学
』〔
改
訂
版
〕、
一―

一
七
一
頁
、
花
書
院
〔
著
書
〕 

二
〇
〇
五
年　

三
月 

『
八
〇
年
代　

中
国
の
内
景―

―

そ
の
文
学
と
社
会―

―

』、
一―

三
一
三
頁
、
同
学
社
〔
著
書
〕

二
〇
〇
五
年　

三
月 

『
香
港
文
学
散
歩
』〔
廬
瑋
鑾
編
著　

岩
佐
昌
暲
・
間
ふ
さ
子
訳
〕、
一―

一
七
九
頁
、
九
州
大
学
大
学
院
比
較

社
会
文
化
学
府
〔
翻
訳
〕

二
〇
〇
五
年　

四
月 

九
州
大
学
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｏ
叢
書
第
４
巻
『
中
国
現
代
文
学
と
九
州―

―

異
国
・
青
春
・
戦
争
』〔
岩
佐
昌
暲
編
〕、

一―

一
七
九
頁
、
九
州
大
学
出
版
会
〔
編
著
〕

二
〇
一
〇
年　

八
月 

『
郭
沫
若
の
世
界
』〔
岩
佐
昌
暲
・
藤
田
梨
那
・
武
継
平
編
〕、
一―

二
七
四
頁
、
花
書
院
〔
編
著
〕

二
〇
一
〇
年　

八
月 

『
日
本
郭
沫
若
研
究
資
料
集
』〔
岩
佐
昌
暲
・
藤
田
梨
奈
・
岸
田
憲
也
・
郭
偉
編
〕
私
家
版
、
全
一
八
巻
（
評

論
集
一
二
巻
、
作
品
集
三
巻
、
墨
跡
・
書
簡
・
回
憶
集
二
巻
、
年
譜
・
事
典
ほ
か
一
巻
）
＋
『
日
本
郭
沫
若

研
究
資
料
総
目
録
』
一
巻
、
計
一
九
巻
一
九
冊
。
二
〇
〇
八
年
中
国
四
川
省
教
育
庁
科
学
研
究
費
「
郭
沫
若

研
究
課
題
」（
郭
沫
若
在
日
本
的
史
料
捜
集
及
研
究
）
の
研
究
成
果
〔
編
著
〕

二
〇
一
一
年　

三
月 

『
中
国
現
代
文
学
与
九
州―

―

異
国
・
青
春
・
戦
争
』〔
岩
佐
昌
暲
編
・
李
伝
坤
訳
〕、
一―

二
〇
七
頁
、﹇
中
国
﹈



岩佐昌暲　経歴及び学術活動目録（204）― 98 ―

(5)

南
京
師
範
大
学
出
版
社
〔
編
著
〕

二
〇
一
一
年　

四
月 

『
日
本
郭
沫
若
研
究
資
料
総
目
録
』〔
岩
佐
昌
暲
・
藤
田
梨
奈
・
岸
田
憲
也
・
郭
偉
編
〕、
一―

八
三
頁
、
明
徳

出
版
社
〔
編
著
〕

二
〇
一
二
年　

三
月 

『
中
国
現
代
詩
の
歩
み
』〔
謝
冕
著
・
岩
佐
昌
暲
編
訳
〕、
一―

三
三
八
＋
vii
頁
、
中
国
書
店
〔
編
訳
〕

二
〇
一
三
年　

三
月 

熊
本
学
園
大
学
付
属
海
外
事
情
研
究
所
研
究
叢
書
二
七
『
中
国
現
代
詩
史
研
究
』、
一―

四
三
九
頁
＋
索
引

二
一
頁
、
汲
古
書
院
（
同
じ
も
の
を
汲
古
書
院
よ
り
市
販
本
と
し
て
刊
行
）〔
著
書
〕

二
〇
一
三
年
一
二
月 
『
中
国
当
代
文
学
史
』〔
洪
子
誠
著
・
岩
佐
昌
暲
、
間
ふ
さ
子
編
訳
〕、
一―

六
〇
二
頁
＋
索
引
、
年
表
一
二
七

頁
、
東
方
書
店
〔
編
訳
〕

論
述
・
口
頭
発
表
（
＊
印
は
学
会
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
パ
ネ
ラ
ー
等
、
一
部
講
演
を
含
む
）

一
九
六
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
月　

阮
籍
小
論
、
大
安
書
店
「
大
安
」V

ol. 12

、N
o. 12

、
一
二―

一
四
頁
〔
総
説
〕

一
九
六
七　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
月　

「
阿
Ｑ
正
伝
」
論
、
大
阪
市
立
大
学
中
文
研
究
室
「
中
研
ノ
ー
ト
」
11
号
、
一
五―

二
四
頁
〔
論
文
〕

一
九
七
〇　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
月　

〈
黄
老
〉
派
の
輪
郭―

―

道
家
学
派
成
立
史
試
論
、
大
阪
大
学
文
学
部
「
懐
徳
」
41
号
、
九
五―

一
〇
九
頁
〔
論
文
〕

一
九
七
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月　

中
国
古
代
人
の
思
惟―

―

語
彙
論
的
な
試
み
、
関
西
地
区
大
学
院
生
誌
「
構
想
」V

ol. 1

、N
o. 1

、
三
八―

五
三
頁
〔
論
文
〕
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一
〇
月　

「
竹
林
の
七
賢
」「
老
子
」「
王
弼
」「
何
晏
」「
清
談
」「
李
大
釗
」、
講
談
社
『
現
代
世
界
百
科
大
辞
典
』〔
事
典
〕

＊
一
一
月 

六
日　

現
代
中
国
の
英
雄
の
問
題
、
現
代
中
国
学
会
第
21
回
全
国
学
術
大
会
、
学
習
院
大
学
〔
学
会
〕

一
九
七
二　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月　

『
文
芸
講
話
』
の
歩
み
、
朝
日
市
民
教
室
『
造
反
す
る
芸
術
』
朝
日
新
聞
社
、
二
一
二―

二
六
二
頁
〔
論
文
〕

　

六
月　

語
彙
論
の
可
能
性
、
朝
日
新
聞
社
「
ア
ジ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
」
６
号
、
一
八
七―

一
八
八
頁
〔
総
説
〕

　

六
月　

現
代
中
国
の
英
雄
の
問
題
、
現
代
中
国
学
会
「
現
代
中
国
」
47
号
、
五
六―

六
四
頁
〔
論
文
〕 

　

六
月　

上
海
市
出
版
革
命
組
『
徹
底
批
判
孔
孟
之
道
』、
朝
日
新
聞
社
「
ア
ジ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
」
10
号
、
一
六
四―

一
六
六
頁
〔
書
評
〕

一
〇
月　

毛
沢
東
選
集
語
彙
事
項
総
索
引
﹇
編
集
協
力
﹈、
毛
沢
東
著
作
言
語
研
究
会
編
、
采
華
書
林
、
一―

五
〇
六
頁
〔
索
引
〕

一
二
月 

蔡
元
培
年
譜
著
作
目
録
、
付
蔡
元
培
書
誌
）、
明
清
文
学
言
語
研
究
会
「
明
清
文
学
言
語
研
究
会
報
」
14
号
、
一―

五
〇

頁
〔
年
譜
〕

一
九
七
五　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月　

老
子
、『
中
国
哲
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
一
二
二―

一
二
九
頁
〔
総
説
〕

一
九
七
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
月 

一
九
七
〇
年
代
初
期
の
中
国
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
教
育
学
習
運
動
に
つ
い
て
、
木
村
英
一
博
士
頌
寿
記
念
事
業
会

『
中
国
哲
学
史
の
展
望
と
模
索
』
創
文
社
、
八
八
三―

九
〇
一
頁
〔
論
文
〕

一
二
月 

『
句
型
匯
編
』、
上
・
下
﹇
共
編
﹈、
北
京
第
二
外
国
語
学
院
日
本
語
教
研
室
、
一―

四
七
八
頁
〔
辞
典
〕
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一
九
八
〇　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
一
〇
月
一
九
日　

批
林
批
孔
は
虚
妄
で
あ
っ
た
か
？
、
現
代
中
国
学
会
第
29
回
全
国
学
術
大
会
、
徳
山
大
学
〔
学
会
〕

一
九
八
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月 
李
学
鰲
に
つ
い
て―

―

そ
の
伝
記
と
詩
（
上
）、
九
州
大
学
教
養
部
「
文
学
論
輯
」
27
号
、
七
七―

八
七
頁
〔
論
文
〕 

　

四
月 

中
国
文
学
の
動
向―

―

政
治
の
中
の
愛
、
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
「
斉
放
・
争
鳴
」
27
号
、
八―

一
一
頁
〔
総
説
〕

　

七
月 

映
画
『
苦
恋
』
と
白
樺
批
判
、「
斉
放
・
争
鳴
」
28
号
、
一
一―

一
八
頁
〔
総
説
〕

一
九
八
二　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月　

高
暁
声
の
作
品―

―

最
近
の
「
農
村
も
の
」
小
説
に
つ
い
て
、「
斉
放
・
争
鳴
」
30
号
、
一
一―

一
七
頁
〔
総
説
〕

　

二
月　

文
革
期
文
学
の
一
面―

―

高
紅
十
と
『
理
想
之
歌
』
を
中
心
に
、
神
戸
大
学
「
未
名
」
１
号
、
九
五―

一
二
六
頁
〔
論
文
〕

　

三
月　

李
学
鰲
に
つ
い
て―

―

そ
の
伝
記
と
詩
（
下
）、
九
州
大
学
教
養
部
「
文
学
論
輯
」
28
号
、
一
二
五―

一
五
五
頁
〔
論
文
〕 

　

三
月　

チ
ワ
ン
語―

―

そ
の
紹
介
と
漢
語
へ
の
影
響
、
九
州
大
学
「
言
語
科
学
」
17
号
、
一
九―

三
〇
頁
〔
解
題
〕

　

四
月　

チ
ワ
ン
族
の
文
学
者
た
ち
、「
斉
放
・
争
鳴
」
31
号
、
一
〇―

一
五
頁
〔
総
説
〕

　

四
月
二
〇
日　

横
松
宗
『
魯
迅
の
思
想―

―

民
族
の
怨
念
』、「
九
州
と
中
華
人
民
共
和
国
」
75
号
、〔
書
評
〕

　

六
月　

批
林
批
孔
は
虚
妄
で
あ
っ
た
か
？
、
現
代
中
国
学
会
「
現
代
中
国
学
会
報―

―

一
九
八
一
年
」、
二
八―

三
〇
頁
〔
論
文
〕

一
二
月 

日
常
性
の
な
か
の
少
数
民
族
、『
「
人
民
日
報
」
読
者
来
信
』﹇
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
編
集
委
員
﹈
日
本
評
論
社
、

一
〇
一―

一
一
二
頁
〔
論
文
〕

＊
一
〇
月
二
四
日　

小
説
に
見
る
社
会
主
義
の
現
在―

―

最
近
の
短
編
小
説
を
素
材
に
し
て
、
日
本
現
代
中
国
学
会
大
32
回
全
国
学

術
大
会
、
専
修
大
学
〔
学
会
〕



熊本学園大学　文学・言語学論集　第20巻第２号（2013年12月25日） （201）― 95 ―

(8)

一
九
八
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月 

『
微
波
』
と
文
協
の
建
物
、
神
戸
大
学
「
未
名
」 

３
号
、
一
六
九―

一
七
二
頁
〔
解
説
〕

　

三
月 

〈
一
分
為
二
〉
と
〈
合
二
而
一
〉
を
め
ぐ
る
論
争―

―

そ
の
展
開
・
終
焉
・
再
開
の
過
程
、
九
州
大
学
教
養
部
「
文
学
論

輯
」
29
号
、
九
三―

一
二
九
頁
（
本
論
文
第
一
章
は
、
関
西
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
「
関
西
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
会
報
」
２

号
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月
に
掲
載
）〔
論
文
〕

　

五
月 

「
老
子
」「
何
晏
」「
阮
籍
」「
李
大
釗
」
等
、
講
談
社
『
大
事
典
Ｄ
ｅ
ｓ
ｋ
』（
『
現
代
世
界
百
科
大
辞
典
』
の
再
録
）〔
事
典
〕

　

五
月 

毛
沢
東
思
想
学
院
『
社
会
主
義
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』、
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
「
斉
放
・
争
鳴
」
34
号
、
六―

七
頁
〔
書

評
〕

　

六
月 

小
説
に
み
る
社
会
主
義
の
現
在―

―

最
近
の
短
編
小
説
を
素
材
に
し
て
、
現
代
中
国
学
会
「
現
代
中
国
」
57
号
、
一
六―

二
二
頁
〔
論
文
〕

　

七
月 

や
さ
し
い
読
み
物
「
王
二
小
」
１　

大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
282
号
〔
日
中
対
訳
・
注
釈
〕

　

八
月 

や
さ
し
い
読
み
物
「
王
二
小
」
２　

大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
283
号
〔
日
中
対
訳
・
注
釈
〕

　

八
月 

劉
心
武
の
新
作
『
登
麗
美
』
を
読
む
、「
斉
放
・
争
鳴
」
35
号
、
六―

一
〇
頁
〔
総
説
〕

　

九
月 

や
さ
し
い
読
み
物
「
王
二
小
」
３　

大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
284
号
〔
日
中
対
訳
・
注
釈
〕

一
〇
月　

作
家
・
航
鷹
の
歩
み
、「
斉
放
・
争
鳴
」
36
号
、
一
〇―

一
六
頁
〔
総
説
〕

一
九
八
四　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月 

「
整
風
運
動
」「
陳
垣
」「
陳
伯
達
」「
人
民
公
社
」「
姚
文
元
」「
劉
少
奇
」
、『
中
国
思
想
辞
典
』
研
文
出
版
、
二
三
六
頁
、

二
四
七
頁
、
三
〇
八
頁
、
三
一
一―

三
一
二
頁
、
四
一
一
頁
、
四
三
三
頁
〔
事
典
〕

　

六
月 

高
島
俊
男
『
声
な
き
処
に
驚
雷
を
聞
く
』『
文
学
の
自
立
を
求
め
て
』、
中
国
研
究
所
「
中
国
研
究
月
報
」
436
号
、
四
〇―

四
一
頁
〔
書
評
〕
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八
月 

蒋
子
龍
小
説
の
一
面
、「
斉
放
・
争
鳴
」
40
号
、
一
一―

一
三
、二
〇
頁
〔
総
説
〕

　

八
月 

張
弦
論
ノ
ー
ト―

―

そ
の
初
期
作
品
と
伝
記
、
九
州
大
学
教
養
部
「
文
学
論
輯
」
30
号
、
一
七
一―

一
八
九
頁
〔
論
文
〕

一
二
月 

現
代
中
国
に
お
け
る
子
ど
も
、
加
地
伸
行
編
『
世
界
子
ど
も
の
歴
史
・
第
９
巻
・
中
国
』
、
第
一
法
規
、
一
七
三―

二
〇
六
頁
〔
論
文
〕

一
九
八
五　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

四
月 

現
代
中
国
文
学
の
人
間
像
の
変
遷
、「
斉
放
・
争
鳴
」
43
号
、
九―

一
二
頁
〔
総
説
〕

　

八
月 

張
弦
年
譜
、
一
九
三
四―

一
九
八
三　

初
稿―
―

張
弦
論
ノ
ー
ト
Ⅱ
、
九
州
大
学
教
養
部
「
文
学
論
輯
」
31
号
、
一
六
五

―

一
九
一
頁
〔
年
譜
〕

一
九
八
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月 

「
い
じ
め
」
と
住
宅
難―
―

最
近
の
知
識
人
問
題
、『
続
「
人
民
日
報
」
読
者
来
信
』﹇
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
編
集
委
員
﹈、

日
本
評
論
社
、
四
一―

八
四
頁
〔
論
文
〕

　

三
月 

「
朦
朧
詩
」
詩
人
・
顧
城
に
つ
い
て
、『
伊
藤
漱
平
教
授
退
官
記
念
・
中
国
学
論
集
』
汲
古
書
院
、
一
〇
二
七―

一
〇
五
〇
頁

〔
論
文
〕

　

四
月 

鹿
毛
隆
郎
『
中
国
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
』、
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
「
斉
放
・
争
鳴
」
46
号
、
一
二―

一
三
頁
〔
書
評
〕

一
〇
月 

〈
近
代
〉
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
詩
人
た
ち―

―

《
今
天
》
覚
え
書
き―

―

、『
岡
村
繁
教
授
退
官
記
念
論
集
・
中
国
詩
人
論
』 

汲
古
書
院
、
九
四
一―

九
七
〇
頁
〔
論
文
〕

一
二
月　

朦
朧
詩
の
源
流
・
雑
誌
《
今
天
》
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
教
養
部
「
文
学
論
輯
」
32
号
、
一
一
五―

一
四
七
頁
〔
論
文
〕
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一
九
八
七　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

二
月 

『
経
済
中
国
語
』、〔
西
村
明
と
共
著
〕
白
帝
社
、
七
四
頁
＋
語
句
解
説
三
四
頁
〔
教
科
書
〕

　

五
月 

毛
沢
東―

―

中
国
革
命
の
哲
学
者
、『
中
国
思
想
史
』（
下
）、
ぺ
り
か
ん
社
、
四
四
九―

四
五
八
頁
〔
総
説
〕

　

五
月 
よ
う
や
く
出
版
さ
れ
た
顧
城
詩
集―

―

顧
城
『
黒
眼
晴
』、
東
方
書
店
「
東
方
」
74
号
、
二
二―

二
四
頁
〔
書
評
〕

　

六
月 
大
修
館
書
店
『
中
国
年
鑑
一
九
八
七
』
別
冊
『
中
国
新
時
期
文
学
の
十
年
』〔
解
題
〕

＊
左
記
項
目
を
執
筆
「
『
今
天
』
派
の
意
味
」、
二
五
頁
、「
農
民
群
像
」、
四
〇
頁―

四
一
頁
、「
文
革
を
描
く
」、
五
七
頁
、

「
青
春
群
像
」、
六
二
頁―

六
三
頁

　

七
月 

李
功
達
「
青
い
ス
カ
ー
フ
」、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
331
号
、
八―

一
七
頁
〔
日
中
対
訳
〕

　

九
月 

読
劉
心
武
的
新
作
《
登
麗
美
》
、『
日
本
学
者
中
国
文
学
研
究
訳
叢
』
第
２
輯
、﹇
中
国
、
長
春
﹈
吉
林
教
育
出
版
社
、

二
六
〇―

二
六
七
頁
〔
総
説
〕

　

九
月 

朦
朧
詩
以
後
の
中
国
現
代
詩―
―

〈
第
三
代
詩
人
〉
に
つ
い
て
、
中
国
研
究
所
「
季
刊
中
国
研
究
」
８
号
、
三
九―

六
三

頁
〔
論
文
〕

一
二
月　

一
九
八
〇
年
夏
の
〈
青
春
詩
会
〉
と
朦
朧
詩
批
判
、
九
州
大
学
教
養
部
「
文
学
論
輯
」
33
号
、
一
〇
九―

一
二
二
頁
〔
論
文
〕

一
九
八
八　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

四
月　

中
国
語
入
門
講
座
１　

sh
i

を
使
っ
た
文
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
340
号
〔
解
説
〕

　

五
月　

中
国
語
入
門
講
座
２　

数
の
か
ぞ
え
方
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
341
号
〔
解
説
〕

　

四
月　

『
学
好
中
文
』、〔
劉
三
富
、
海
沢
州
と
共
著
〕、
一
一―

一
九
課
執
筆
、
中
国
書
店
、
一
〇
八
頁
〔
教
科
書
〕

　

五
月
〜
六
月　

中
国
社
会
の
内
景―

―

文
学
作
品
に
み
る
現
代
中
国
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

五
月
三
〇
日　

１　

は
じ
め
に―

―

近
代
化
の
中
の
心
象
風
景
を
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

五
月
三
一
日　

２　

文
革
の
傷―

―

党
の
病
巣
を
え
ぐ
り
出
す
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕
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六
月　

一
日　

３　

幽
霊
の
町―

―

民
衆
に
と
っ
て
の
文
革
体
験
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月　

三
日　

４　

変
わ
る
農
民―

―

勤
倹
蓄
財
型
か
ら
消
費
型
へ
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月　

四
日　

５　

貧
農
の
反
乱―

―

農
村
支
配
の
構
造
と
改
革
路
線
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月　

六
日　

６　

農
村
企
業―

―

実
業
家
と
い
う
新
し
い
英
雄
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月　

七
日　

７　

女
性
差
別―

―

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
陰
の
女
た
ち
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月　

八
日　

８　

平
均
主
義―

―

民
衆
の
暗
い
情
念
を
あ
ば
く
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月
一
〇
日　

９　

陣
痛―

―

改
革
の
風
の
中
の
労
働
者
達
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月
一
三
日　

10　

世
代
交
代―

―

新
人
類
が
問
い
か
け
る
も
の
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月
一
四
日　

11　

上
流
階
級―

―

復
活
し
た
〝
資
本
家
サ
ロ
ン
〞、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月
一
五
日　

12　

日
常―

―
何
が
「
私
」
を
疲
れ
さ
せ
る
か
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月
一
七
日　

13　

奴
隷
性―

―

「
阿
Ｑ
」
は
ま
だ
生
き
て
い
る
？
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕 

　

六
月
二
〇
日　

14　

売
春―

―

負
を
直
視
す
る
健
康
な
精
神
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月
二
一
日　

15　

朦
朧
詩
（
上
）―

―

「
自
分
の
目
」
で
世
界
を
見
る
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月
二
二
日　

16　

朦
朧
詩
（
下
）―

―

「
日
常
」
に
向
け
感
受
性
の
矢
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

六
月　

中
国
語
入
門
講
座
３　

も
の
を
数
え
る―

―

量
詞
の
使
い
方
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
342
号
〔
解
説
〕

　

七
月　

中
国
語
入
門
講
座
４　

体
言
述
語
文
と
そ
の
周
辺
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
343
号
〔
解
説
〕

　

八
月　

中
国
語
入
門
講
座
５　

形
容
詞
が
述
語
に
な
る
文
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
344
号
〔
解
説
〕

＊
八
月
二
日　

関
於
文
革
後
的
中
国
詩
壇
的
情
況
、
第
一
次 Soeul

大
・
九
州
大
中
国
学
国
際
学
術
交
流
集
会
、
ソ
ウ
ル
大
学
〔
学
会
〕

　

九
月　

中
国
語
入
門
講
座
６　

動
詞
を
使
っ
た
文
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
345
号
〔
解
説
〕

一
〇
月　

中
国
語
入
門
講
座
７　

動
詞
と
場
所
の
表
現
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
346
号
〔
解
説
〕

一
〇
月 

一
九
八
〇
年
夏
的
《
青
春
詩
会
》
和
対
朦
朧
詩
的
批
判
〔
胡
世
梁
訳
〕、﹇
中
国
、
重
慶
﹈
西
南
師
範
大
学
中
国
新
詩
研
究
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所
「
詩
壇
動
態
」
第
３
期
、
一―

一
三
頁
〔
論
文
〕

一
一
月 

中
国
語
入
門
講
座
８　

完
了
の
表
現
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
347
号
〔
解
説
〕

一
二
月 

中
国
語
入
門
講
座
９　

過
去
・
過
去
の
経
験
と
進
行
持
続
の
表
現
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
348
号
〔
解
説
〕

一
九
八
九　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月　

中
国
語
入
門
講
座
10　

助
動
詞
と
動
詞
の
重
ね
形
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
349
号
〔
解
説
〕

　

二
月　

中
国
語
入
門
講
座
11　

結
果
補
語
と
方
向
補
語
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
350
号
〔
解
説
〕

　

三
月　

中
国
語
入
門
講
座
12　

可
能
補
語
・
程
度
補
語
・
数
量
補
語
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
351
号
〔
解
説
〕

　

三
月 

蒋
光
慈
赴
日
考―

―
「
異
郷
与
故
国
」
を
読
む
、
九
州
大
学
言
語
文
化
部
『
文
部
省
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
・
近

世
よ
り
現
代
に
至
る
来
日
中
国
文
学
者
・
思
想
家
た
ち
の
日
本
文
化
受
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
六
九―

八
三
頁
〔
論
文
〕

　

四
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
荀
春
生
と
共
著
〕
１　

副
詞
の
い
ろ
い
ろ
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
352
号
〔
解
説
〕

　

五
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
岩
佐
・
荀
〕
２　

介
詞
の
い
ろ
い
ろ
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
353
号
〔
解
説
〕

　

五
月　

中
国
を
震
撼
さ
せ
た
三
週
間―

―

胡
耀
邦
の
死
と
学
生
デ
モ
、「
斉
放
・
争
鳴
」
53
号
、
一―

八
頁
〔
解
説
〕

＊
六
月
一
七
日　

朦
朧
詩
に
つ
い
て
、
第
24
回
大
阪
市
立
大
学
中
文
学
会
、
大
阪
市
立
大
学
〔
学
会
〕

六
月
二
五
日　

中
国
の
民
主
化
要
求
運
動
と
六
月
四
日
の
血
の
弾
圧
に
つ
い
て
／
人
民
解
放
軍
「
発
砲
の
論
理
」、「
九
州
大
学
新

聞
」
第
825
号
〔
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〕

　

六
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
岩
佐
・
荀
〕
３　

形
容
詞―

―

述
語
と
定
語
に
な
る
場
合
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
354
号
〔
解
説
〕

　

七
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
岩
佐
・
荀
〕
４　

状
語
に
つ
い
て
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
355
号
〔
解
説
〕

　

七
月 

馮
乃
超
と
三
木
露
風
、
財
団
法
人
・
霞
城
館
﹇
兵
庫
県
竜
野
市
・
三
木
清
、
三
木
露
風
記
念
館
﹈「
霞
城
館
だ
よ
り
」
№
８
、 

四―

五
頁
〔
総
説
〕

　

八
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
岩
佐
・
荀
〕
５　

接
続
詞
い
ろ
い
ろ
①
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
356
号
〔
解
説
〕
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九
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
岩
佐
・
荀
〕
６　

接
続
詞
い
ろ
い
ろ
②―

―

複
文
と
関
連
詞
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
357
号
〔
解
説
〕

一
〇
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
岩
佐
・
荀
〕
７　

〝
把
〞
を
使
っ
た
文
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
358
号
〔
解
説
〕

一
〇
月　

﹇
問
与
答
﹈〝
藍
天
上
〞
？
〝
藍
天
下
〞
？
、〔
荀
春
生
と
共
著
〕、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
358
号
、
二
九
頁
〔
解
説
〕

一
一
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
岩
佐
・
荀
〕
８　

受
け
身
の
表
現
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
359
号
〔
解
説
〕

一
二
月　

顧
城
の
詩
「
一
代
人
」
を
読
む
、
九
州
大
学
教
養
部
「
文
学
論
輯
」
35
号
、
一
六
一―

一
八
四
頁
〔
論
文
〕

一
二
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
岩
佐
・
荀
〕
９　

使
役
表
現
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
360
号
〔
解
説
〕

＊
一
二
月　

小
説
に
お
け
る
現
代
中
国
の
開
放
政
策
、
第
２
回
日
本
平
和
学
会
九
州
研
究
集
会
、
福
岡
県
議
員
会
館
〔
学
会
〕

一
九
九
〇　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
岩
佐
・
荀
〕
10　

比
較
の
表
現
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
361
号
〔
解
説
〕

　

二
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
岩
佐
・
荀
〕
11　

疑
問
代
詞
の
用
法
①
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
362
号
〔
解
説
〕

　

三
月　

ス
テ
ッ
プ
中
国
語
、〔
岩
佐
・
荀
〕
12　

疑
問
代
詞
の
用
法
②
、
大
修
館
書
店
「
中
国
語
」
363
号
〔
解
説
〕

　

四
月 

張
弦
の
短
編
小
説
『
記
憶
』
に
つ
い
て
、『
樋
口
進
先
生
古
希
記
念
中
国
現
代
文
学
論
集
』
中
国
書
店
、
三
三
五―

三
五
四
頁
〔
総
説
〕

　

六
月
二
日　

天
安
門
事
件
後
の
中
国
文
学
界
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

　

八
月　

阿
寧
「
生
命
之
軽
与
瓦
罐
之
重
」『
上
海
文
学
』
四
月
、
敍
説
舎
「
敍
説
」
Ⅱ
、
一
六
〇
頁
〔
紹
介
〕

＊
一
〇
月　

一
般
教
育
に
お
け
る
中
国
語
教
育
の
現
状
と
問
題
点
、
第
39
回
九
州
地
区
大
学
一
般
教
育
協
議
会
、
福
岡
大
学
〔
研
究
会
〕

一
二
月　

復
刊
さ
れ
た
『
今
天
』、「
斉
放
・
争
鳴
」
55
号
、
九
頁
〔
紹
介
〕

一
二
月　

《
今
天
》
の
創
刊
者
・
芒
克
に
つ
い
て
、「
文
学
論
輯
」
36
号
、
二
〇
九―

二
二
五
頁
〔
総
説
〕
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一
九
九
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月　

喬
典
運
「
満
票
」『
奔
流
』
一
九
八
五
年
三
期
、
敍
説
舎
「
敍
説
」
Ⅲ
、
一
四
五
頁
〔
紹
介
〕

　

四
月　

『
中
国
語
入
門
講
座
』〔
荀
春
生
と
共
著
〕
櫂
歌
書
房
、
一―

二
九
〇
頁
〔
教
科
書
（
文
法
書
）
〕 

　

五
月　

朦
朧
詩
年
表
、「
朦
朧
詩―

―

そ
の
誕
生
と
挫
折
」﹇
特
集
﹈
中
国
研
究
所
「
季
刊
中
国
研
究
」
20
号
〔
編
集
〕
＊
左
記
を

執
筆
、
一
六
三―

一
七
四
頁
〔
年
表
〕

 

朦
朧
詩―

―

《
今
天
》
か
ら
徐
敬
亜
ま
で
、
一―

二
四
頁
〔
論
文
〕

 

朦
朧
詩
文
献
案
内
、
中
国
研
究
所
、
一
七
五―

一
八
三
頁
〔
資
料
〕

　

六
月　

一
般
教
育
に
お
け
る
中
国
語
教
育
の
現
状
と
問
題
点
、
中
国
当
代
文
学
読
書
会
「
中
国
語
文
研
究
」
第
２
号
、
一―

八
頁
〔
総

説
〕

　

八
月　

「
新
生
代
」
詩
人
・
韓
東
の
大
衆
像
、
敍
説
舎
「
敍
説
」
Ⅳ
、
一
二
五―

一
三
一
頁
〔
論
文
〕

　

九
月　

解
放
後
の
中
国
少
数
民
族
の
文
字
、
博
物
館
等
建
設
推
進
九
州
会
議
「
文
明
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド　

M
u
seu
m
 K
y
u
sy
u

」

10
巻
４
号
（
第
38
号
）、
二
四―
三
〇
頁
〔
総
説
〕

一
九
九
二　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

二
月 

中
国
文
化
史
年
表
﹇
特
に
近
代
・
現
代
部
分
﹈、
角
川
書
店
『
角
川
大
字
源
』
二
〇
六
五―

二
〇
八
三
頁
〔
年
表
〕

　

三
月 

張
弦
『
記
憶
』
を
読
む
、
九
州
大
学
教
養
部
「
文
学
論
輯
」
37
号
、
一
七
五―

一
九
八
頁
〔
論
文
〕

　

七
月 

「
峨
眉
山
」「
黄
大
癡
」「
南
京
」、
敍
説
舎
「
敍
説
」
Ⅵ
、
特
集―

―

百
科
全
書
芥
川
龍
之
介
、
一
九―

二
〇
頁
、
三
三―

三
四
頁
、
六
七―

六
八
頁
〔
解
説
〕

　

八
月
二
日　

「
中
国
と
い
う
鏡
」
に
映
る
自
己
像―

―

井
尻
秀
憲
『
現
代
ア
メ
リ
カ
知
識
人
と
中
国―

―

知
と
情
念
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
』、「
西
日
本
新
聞
」〔
書
評
〕
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一
九
九
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月 

楊
献
珍
と
艾
思
奇―

―

「
思
惟
と
存
在
の
同
一
性
」
論
争
の
周
辺
、
九
州
大
学
教
養
部
「
文
学
論
輯
」
38
号
、
二
三―

四
五
頁
〔
論
文
〕

　

三
月 
『
中
国
経
済
を
読
む
』、〔
西
村
明
、
河
村
誠
司
と
共
著
〕、
白
帝
社
、
一―

八
六
頁
＋
語
句
解
説
一
七
頁
〔
教
科
書
〕 

　

五
月 
中
国
語
辞
書―

―

何
を
選
ぶ
か
、
内
山
書
店
「
中
国
語
」
400
号
、
三―

五
頁
〔
解
説
〕

　

五
月 

中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
の
一
五
年
、
博
物
館
等
建
設
推
進
九
州
会
議
「
文
明
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド　

M
u
seu
m
 K
y
u
sy
u

」

12
巻
２
号
（
第
四
四
号
）、
七
六―

七
七
頁
〔
エ
ッ
セ
イ
〕

　

五
月 

世
紀
末
の
毒―

―
馮
至
の
「
蛇
」
を
中
心
に―
―

、
九
州
中
国
学
会
「
九
州
中
国
学
会
」
31
巻
、
五
九―

八
〇
頁
〔
論
文
〕

　

七
月 

関
於
張
弦
的
短
篇
小
説
《
記
憶
》〔
何
茂
栄
訳
〕、『
日
本
学
者
中
国
文
学
研
究
訳
叢　

第
６
輯　

新
時
期
文
学
専
輯
』﹇
長
春
﹈

吉
林
教
育
出
版
社
、
六
〇―
七
八
頁
〔
論
文
〕

一
〇
月 

中
国
文
化
の
「
な
ぜ
」
に
挑
む
：
合
山
究
『
雲
烟
の
国
』、
東
方
書
店
「
東
方
」
151
号
、
二
一
頁
〔
書
評
〕

　

八
月
一
一
日―

一
五
日　

日
本
国
内
漢
語
教
育
的
問
題
、
第
４
回
国
際
漢
語
教
学
研
討
会
、﹇
北
京
﹈
香
山
飯
店
〔
学
会
〕

＊
九
月
五
日―

八
日　

対
馮
至
詩
《
蛇
》
的
一
種
看
法
、
93
華
文
詩
歌
国
際
学
術
研
討
会
、﹇
重
慶
﹈
西
南
師
範
学
院
〔
学
会
〕

　

九
月
一
八
日　

関
於
中
国
当
代
詩
歌
的
分
期
問
題
、
93
中
国
現
代
詩
学
討
論
会
、﹇
北
京
﹈
文
采
閣
〔
研
究
会
〕

一
九
九
四　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月 

絶
望
的
告
別―

―

関
於
《
覇
王
別
姫
》
的
座
談
、
河
北
省
文
学
芸
術
界
連
合
会
「
文
論
報
」
301
期
〔
座
談
会
〕

　

二
月 

対
馮
至
詩
《
蛇
》
的
一
種
看
法
、
北
京
語
言
学
院
出
版
社
「
中
国
文
化
」
第
３
号
、
一
四
一―

一
四
五
頁
〔
論
文
〕

　

三
月 

《
今
天
》
の
詩
人
・
厳
力
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
教
養
部
「
文
学
論
輯
」
39
号
、
七
三―

九
八
頁
〔
論
文
〕

　

七
月 

文
字
改
革
論
争
、『
原
典
中
国
現
代
史
（
第
５
巻
）
思
想
・
文
学
』
岩
波
書
店
、
一
四
〇―

一
四
七
頁
〔
翻
訳
、
解
題
〕

　

八
月 

『
北
京
之
行
』、
中
国
国
家
対
外
漢
語
教
学
領
導
弁
公
室
企
画
、﹇
北
京
﹈
中
央
音
像
教
材
出
版
社
、﹇
教
材
翻
訳
担
当
、
文
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法
解
説
者
と
し
て
出
演
﹈、〔
ビ
デ
オ
教
材
〕

　

九
月 

日
本
国
内
漢
語
教
育
的
問
題
、
陳
学
超
主
編
『
国
際
漢
語
論
壇
』
西
北
大
学
出
版
社
﹇
中
国
、
西
安
﹈
、
三
二
五―

三
二
九
頁
〔
解
説
〕

一
二
月 
旧
世
代
詩
人
の
新
生―

―

四
川
の
詩
人
・
梁
上
泉
の
詩
を
め
ぐ
っ
て
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
「
中
国
文
学
論
集
」
23
号
、

九
三―

一
一
二
頁
〔
論
文
〕

一
九
九
五　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月　

中
国
作
家
た
ち
の
〈
八
・
一
五
〉、
敍
説
舎
「
敍
説
」
11
号
、
四
八―

五
五
頁
〔
総
説
〕

　

三
月　

紅
衛
兵
運
動
の
挽
歌―

―

郭
路
生
の
詩
に
つ
い
て
（
上
）、
神
戸
大
学
中
文
会
「
未
名
」
13
号
、
一
〇
九―

一
二
六
頁
〔
論
文
〕

　

三
月　

『
よ
く
わ
か
る
中
国
語　

初
級
』、〔
梁
愛
蘭
と
共
著
〕、
光
生
館
、
一―

一
〇
三
頁
〔
教
科
書
〕

　

三
月　

『
中
国
語
初
級
テ
キ
ス
ト　

起
飛
﹇
ち
ー
ふ
ぇ
い
﹈
』、〔
笠
征
、
海
沢
州
と
共
著
〕、
中
国
書
店
、
一―

一
〇
五
頁
〔
教
科
書
〕

＊
五
月
二
一
日　

中
国
現
代
文
学
の
発
想
に
つ
い
て
、
平
成
七
年
度
九
州
中
国
学
会
大
会
、
福
岡
教
育
大
学
〔
学
会
〕

＊
六
月
二
四
日　

〈
暗
黒
／
光
明
〉
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
日
本
現
代
中
国
学
会
関
西
部
会
、
神
戸
大
学
〔
学
会
〕

　

七
月
一
四
日　

中
国
文
学　

九
〇
年
代
の
質
的
変
化
、「
朝
日
新
聞
」
夕
刊
〔
総
説
〕

　

九
月　

「
艾
思
奇
」「
陳
望
道
」、
霞
山
会
『
近
代
中
国
人
名
辞
典
』
二―

三
頁
、
九
六―

九
七
頁
〔
辞
典
〕

　

九
月 

盧
韋
鑾
先
生
の
二
冊
の
本―

―

『
香
港
文
縦
』
と
『
香
港
文
学
散
歩
』、
同
学
社
「
ト
ン
シ
ュ
エ
」
第
10
号
、
一
二―

一
四
頁
〔
書
評
〕

＊
九
月
二
七
日―

九
月
二
九
日　

関
於
〈
暗
黒
／
光
明
〉
模
式
、
中
国
現
代
詩
国
際
学
術
討
論
会
、﹇
オ
ラ
ン
ダ
﹈
ラ
イ
デ
ン
大
学
〔
学
会
〕

＊
一
〇
月
二
二
日　

改
革
・
開
放
と
文
学―

―

新
時
期
文
学
終
焉
論
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
現
代
中
国
学
会
第
44
回
全
国
学
術
大
会
、

大
阪
大
学
〔
学
会
〕
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一
九
九
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月 

紅
衛
兵
運
動
の
挽
歌―

―

郭
路
生
の
詩
に
つ
い
て
（
下
）、
神
戸
大
学
中
文
会
「
未
名
」
14
号
、
八
三―

一
〇
六
頁
〔
論
文
〕

　

七
月 

改
革
・
開
放
と
文
学―

―

「
新
時
期
文
学
」
終
焉
論
を
中
心
に
、
日
本
現
代
中
国
学
会
「
現
代
中
国
」
第
70
号
、
七
六―

八
九
頁
〔
論
文
〕

＊
八
月
二
日　

関
於
中
国
現
当
代
文
学
的
創
作
模
式
、
第
９
次Soeul

大
・
九
州
大
中
国
学
国
際
学
術
交
流
集
会
、
ソ
ウ
ル
大
学
〔
学
会
〕

　

八
月 

関
於
中
国
現
当
代
文
学
的
創
作
模
式
、
ソ
ウ
ル
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
『
第
９
次S

oeu
l

大
・
九
州
大
中
国
学
国

際
学
術
交
流
集
会
発
表
論
文
集
』、
五
五―

六
三
頁
〔
論
文
〕

一
九
九
七　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月 

「
赤
い
海
原
」
ほ
か
九
〇
項
目
、
陳
東
林
ら
主
編
、
加
々
美
光
行
監
修
『
中
国
文
化
大
革
命
事
典
』
中
国
書
店
、
三
四
九

―

四
三
一
頁
〔
翻
訳
〕

　

三
月 

謝
冕
「
文
学
に
見
る
中
国
「
改
革
・
開
放
」
の
深
層―

―

現
代
詩
の
人
間
像
を
中
心
に
」、
ア
ジ
ア
太
平
洋
セ
ン
タ
ー
「
Ａ

Ｐ
Ｃ
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
」
創
刊
号
、
六
二―

六
六
頁
〔
翻
訳
〕

　

四
月 

『
初
級
漢
語
入
門
』、〔
荀
春
生
、
日
下
翠
、
西
山
猛
と
共
著
〕、
中
国
書
店
、
一―

五
〇
頁
〔
教
科
書
〕

　

五
月 

抗
戦
期
の
旧
詩
雑
誌
『
民
族
詩
壇
』
に
つ
い
て
、
九
州
中
国
学
会
「
九
州
中
国
学
会
報
」
第
35
巻
、
九
六―

一
一
二
頁
〔
論

文
〕

　

七
月 

人
力
車
と
文
学
、
博
物
館
等
建
設
推
進
九
州
会
議
「
文
明
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド　

M
u
seu
m
 K
y
u
sy
u

」
15
巻
３
号
（
第

五
七
号
）、
一
八―

二
五
頁
〔
総
説
〕

　

八
月 

『
修
学
旅
行
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
中
国
語
』、〔
張
暁
衛
、
日
下
翠
、
西
岡
民
子
と
共
著
〕、
同
学
社
、
一―

六
三
頁
〔
教
科
書
〕

一
〇
月 

『
初
級
漢
語
入
門　

二
』、〔
荀
春
生
、
日
下
翠
、
西
山
猛
と
共
著
〕、
中
国
書
店
、 

一―

三
七
頁
〔
教
科
書
〕 

一
〇
月 

中
国
語
研
修
旅
行
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
「
九
州
大
学
教
育
情
報
」
第
１
号
、
五―

六
頁
〔
報
告
〕
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一
九
九
八　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

二
月 

九
州
の
地
域
性
に
根
差
し
た
ア
ジ
ア
経
済
研
究
の
書
：
西
村　

明
『
環
黄
海
経
済
圏
交
流
へ
の
視
座―

―

九
州
か
ら
の
発

信
』、
東
方
書
店
「
東
方
」
208
号
、
二
〇―

二
三
頁
〔
書
評
〕

　

三
月 
『
「
今
天
」
覆
刻
版
』、
内
山
書
店
「
中
国
図
書
」
108
号
、
七―

九
頁
〔
書
評
〕

　

三
月 
「
実
践
論
」「
矛
盾
論
」「
毛
沢
東
」
、
岩
波
書
店
『
岩
波
哲
学
・
思
想
事
典
』
六
六
七
頁
、
一
五
六
八
頁
、
一
五
九
〇―

一
五
九
一
頁
〔
辞
典
〕

　

四
月 

『
初
級　

漢
語
入
門
』、〔
荀
春
生
、
日
下
翠
、
西
山
猛
と
共
著
〕、
中
国
書
店
、
一―

九
〇
頁
〔
教
科
書
〕 

＊
八
月
二
九
日―

三
〇
日　

中
国
現
代
文
学
に
見
る
ア
ジ
ア
的
価
値
観
、
日
韓
東
ア
ジ
ア
学
会
合
同
会
議
、﹇
韓
国
、
安
東
﹈
安
東

文
化
会
館
〔
学
会
〕

一
〇
月
一
七
日　

市
場
経
済
下
の
中
国
文
学
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

一
〇
月 

一
隻
被
折
断
翅
膀
的
鳥―
―
《
詩
刊
》
的
七
年
（
上
）
、
西
南
師
範
大
学
中
国
新
詩
研
究
所
「
中
外
詩
歌
研
究
」

一
九
九
八
年
４
期
、
六
三―

六
六
頁
〔
論
文
〕

一
九
九
九　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

二
月 

一
隻
被
折
断
翅
膀
的
鳥―

―

《
詩
刊
》
的
七
年
（
下
）、﹇
重
慶
﹈
西
南
師
範
大
学
中
国
新
詩
研
究
所
「
中
外
詩
歌
研
究
」
１
期
、

五
六―

六
〇
頁
〔
論
文
〕

　

三
月　

『
実
力
中
国
語
』、〔
荀
春
生
、
日
下
翠
、
西
山
猛
と
共
著
〕
中
国
書
店
、
一―

九
五
頁
〔
教
科
書
〕

　

五
月　

「
何
其
芳
」
な
ど
二
一
項
目
、
岩
波
書
店
『
現
代
中
国
事
典
』〔
辞
典
〕

二
〇
〇
〇　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月　

『
何
を
学
べ
ば
い
い
か
わ
か
る　

音
か
ら
の
中
国
語
』、〔
原
瀬
隆
司
、
何
秋
平
と
共
著
〕、
光
生
館
、
一―

一
二
五
頁
〔
教
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科
書
〕

　

三
月 

中
国
社
会
主
義
文
化
の
解
体
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
セ
ン
タ
ー
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
」
第
６
号
、
一
六―

二
七
頁
〔
論
文
〕

　

三
月 

T
he D

issolution of C
hina

's Socialist C
ulture: T

he State of L
iterature in the 1980s and 1990s, A

sian-

P
acific C

enter, Journal of A
sian
―
Pacific Studies, pp 19 ―

34

〔
論
文
〕

　

八
月　

李
国
文
「
悵
惘
」
１　

内
山
書
店
「
中
国
語
」
487
号
、
六
〇―

六
二
頁
〔
日
中
対
訳
・
注
釈
〕

　

九
月　

李
国
文
「
悵
惘
」
２　

内
山
書
店
「
中
国
語
」
488
号
、
六
六―

六
八
頁
〔
日
中
対
訳
・
注
釈
〕

一
〇
月　

李
国
文
「
悵
惘
」
３　

内
山
書
店
「
中
国
語
」
489
号
、
六
六―

六
八
頁
〔
日
中
対
訳
・
注
釈
〕

一
一
月　

李
国
文
「
悵
惘
」
４　

内
山
書
店
「
中
国
語
」
490
号
、
六
二―

六
四
頁
〔
日
中
対
訳
・
注
釈
〕

二
〇
〇
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月 

O
n
 th
e L
ig
h
t

／D
arkn

ess M
odel

、
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
「
比
較
社
会
文
化
」
第
７
巻
、
一
一
九

―

一
二
五
頁
〔
論
文
〕

　

三
月 

『
「
文
革
期
文
学
」
の
基
礎
的
研
究
』〔
平
成
９
年
度
〜
11
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
（
Ｃ
）（
２
）
）
研
究
成
果
報

告
書
〕、
一―

二
四
四
頁
、
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
〔
報
告
書
〕

＊
五
月
一
九
日　

出
発
期
の
馮
至―

―

『
緑
衣
人
』
を
読
む
、
平
成
13
年
度
九
州
中
国
学
会
大
会
、
琉
球
大
学
〔
学
会
〕

＊
七
月
一
〇
日―

一
三
日　

中
国
現
代
文
学
中
的
伝
統
創
作
思
維
模
式
、〝
中
国
現
代
文
学
伝
統
〞
国
際
学
術
研
討
会
、﹇
中
国
﹈
南

京
大
学
中
国
現
代
文
学
研
究
中
心
〔
学
会
〕

＊
九
月
八
日　

文
学
は
「
東
ア
ジ
ア
世
界
」
を
共
有
で
き
る
か
？
、
第
10
回
東
ア
ジ
ア
学
会
、
西
南
学
院
大
学
〔
学
会
〕

＊
一
二
月
一
五
日―

一
七
日　

浅
談
〝
蒼
白
〞、
中
国
新
詩
理
論
国
際
学
術
研
討
会
、
首
都
師
範
大
学
・
ラ
イ
デ
ン
大
学
・
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
ゴ
校
共
催
、﹇
北
京
﹈
香
山
飯
店
〔
学
会
〕
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二
〇
〇
二　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

五
月 

三
つ
の
「
大
雁
塔
」
詩―

―

政
治
の
時
代
か
ら
経
済
の
時
代
へ
向
か
う
中
国
当
代
文
学
、『
わ
か
り
や
す
く
お
も
し
ろ
い 

中
国
文
学
講
義
』
中
国
書
店
、
二
〇
八―

二
一
九
頁
〔
論
文
〕

　

六
月 
浅
説
〝
蒼
白
〞―

―

馮
乃
超
詩
中
日
本
象
徴
詩
歌
的
影
響
、
北
京
師
範
大
学
中
文
系
・
北
京
師
範
大
学
出
版
社
編
「
文
学

前
沿
」
２
０
０
２
年
総
第
五
輯
、
一
三
八―

一
四
九
頁
〔
論
文
〕　

＊
一
一
月
二
〇―
二
二
日　

若
干
郭
沫
若
詩
歌
的
写
作
背
景
、
郭
沫
若
与
百
年
中
国
学
術
文
化
国
際
論
壇
、
中
国
社
会
科
学
院
〔
学
会
〕

一
二
月 

中
国
現
代
文
学
中
的
伝
統
創
作
思
維
模
式
、
南
京
大
学
中
国
現
代
文
学
研
究
中
心
編
『
中
国
現
代
文
学
伝
統
』﹇
北
京
﹈

人
民
文
学
出
版
社
、
八
八―

九
九
頁
〔
論
文
〕

一
二
月 

（
武
継
平
博
士
論
文
）、
武
継
平
『
異
文
化
の
な
か
の
郭
沫
若―

―

日
本
留
学
の
時
代
』
九
州
大
学
出
版
会
、
三
九
一

―

三
九
六
頁
〔
序

〕

二
〇
〇
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

二
月 

福
岡
滞
在
期
の
郭
沫
若
文
学
の
背
景
そ
の
他
、
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
「
言
語
文
化
論
究
」
№
17
、
一
二
一

―

一
三
四
頁
〔
論
文
〕

　

三
月 

『
文
学
創
作
の
発
想
法
に
基
づ
く
中
国
現
代
文
学
史
の
研
究
』﹇
平
成
12
年
度
〜
14
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
（
Ｃ
）

（
二
）
）
研
究
成
果
報
告
書
﹈、
一―

七
一
頁
、
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
、〔
研
究
報
告
書
〕

　

四
月 

紅
衛
兵
運
動
的
挽
歌―

―

関
於
郭
路
生
的
詩
〔
荀
春
生
訳
〕、
藍
文
学
界
「
藍
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
」
総
第
10
期
、
八
八―

一
一
二

頁
〔
論
文
〕

　

五
月 

若
干
郭
沫
若
詩
歌
的
写
作
背
景
、「
詩
探
索
」
49
・
50
輯
合
併
号
、﹇
中
国
、
天
津
﹈
天
津
社
会
科
学
院
出
版
社
、
九
八―

一
一
一
頁
〔
論
文
〕

　

五
月　

短
編
小
説
「
鼠
災
」
を
め
ぐ
っ
て
（
１
）、
日
本
郭
沫
若
研
究
会
「
郭
沫
若
研
究
会
報
」
創
刊
号
、
二―

三
頁
〔
総
説
〕
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＊
六
月
二
八
日　

中
華
人
民
共
和
国
の
非
公
然
出
版
物
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
特
定
領
域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」

第
５
回
研
究
集
会
、
九
州
大
学
国
際
研
究
交
流
プ
ラ
ザ
〔
研
究
会
〕

＊
七
月
五
日　

〈
暗
黒
と
光
明
〉
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
中
国
現
代
文
学
を
貫
く
も
の
、
第
50
回
大
阪
市
立
大
学
中
文
学
会
、
大
阪
市

立
大
学
〔
学
会
講
演
〕

　

八
月　

短
編
小
説
「
鼠
災
」
を
め
ぐ
っ
て
（
２
）、
日
本
郭
沫
若
研
究
会
「
郭
沫
若
研
究
会
報
」
第
２
号
、
七―

一
〇
頁
〔
総
説
〕 

　

八
月 

郭
沫
若
「
燃
え
る
石
炭―

―

祖
国
を
思
う
」、
日
本
郭
沫
若
研
究
会
「
郭
沫
若
研
究
会
報
」
第
２
号
、
一
三―

一
四
頁
〔
翻
訳
〕

一
二
月 

「
私
詩
」
と
し
て
の
初
期
郭
沫
若
詩
歌
、
日
本
郭
沫
若
研
究
会
「
郭
沫
若
研
究
会
報
」
第
３
号
、
一
四―

一
七
頁
〔
総
説
〕

二
〇
〇
四　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月 

什
麼
是
〝
文
革
時
期
文
学
〞―
―

一
種
辞
書
性
質
的
定
義
〔
武
継
平
訳
〕
、
藍
文
学
会
「
藍　

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
」
第
13
期
、

一
八
〇―

一
八
五
頁
〔
解
説
〕

　

二
月 

王
良
和
「
柚
子
」﹇
解
題
：
香
港
の
詩
人
王
良
和
に
つ
い
て―

―

ザ
ボ
ン
連
作
と
彼
の
詩
壇
的
地
位
﹈、
九
州
大
学
大
学
院

言
語
文
化
研
究
院
「
言
語
文
化
論
究
」
№
19
、
一
七
九―

一
九
一
頁
〔
翻
訳
・
解
題
〕

　

三
月 

王
家
平
「
紅
衛
兵
新
聞
と
そ
の
輪
郭
」〔
溝
口
喜
郎
と
共
訳
〕、
九
州
大
学
言
語
文
化
研
究
院
言
語
研
究
会
「
言
語
科
学
」

39
号
、
一
一
五―

一
三
〇
頁
〔
翻
訳
・
解
題
〕

　

三
月 

『
文
革
期
文
学
雑
誌
目
録
（
一
）
』﹇
平
成
15
〜
16
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
定
領
域
研
究
（
二
）
）
研
究
成
果
中
間

報
告
書
﹈、
一―

二
二
五
頁
、
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
〔
研
究
報
告
書
〕

　

五
月 

初
期
郭
沫
若
詩
「
晴
朝
」
の
風
景
、
日
本
郭
沫
若
研
究
会
「
郭
沫
若
研
究
会
報
」
第
４
号
、
一
〇―

一
二
頁
〔
総
説
〕

　

五
月 

序
文
、『
九
州
中
国
学
会
五
十
年
史
』
九
州
中
国
学
会
、
一―

二
頁
〔
序

〕

＊
五
月
二
八
日　

決
裂
与
和
解―

―

対
従
紅
衛
兵
詩
歌
到
朦
朧
詩
中
的
〝
媽
媽
〞
題
材
作
品
的
考
察
、
文
化
大
革
命
時
期
中
国
詩
歌

曁
様
板
戯
国
際
学
術
研
討
会
、﹇
韓
国
、
釜
山
﹈
東
亜
大
学
教
授
会
館
〔
学
会
〕
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＊
六
月
二
六
日　

文
革
期
の
地
方
文
芸
雑
誌
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
特
定
領
域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」
第
６
回
研

究
集
会
、﹇
那
覇
市
﹈
共
済
会
館
八
汐
荘
〔
学
会
〕

　

八
月 

序
『
新
詩
芸
術
論
』、
劉
静
『
新
詩
芸
術
論
』
中
国
文
史
出
版
社
、
一―

二
頁
〔
序

〕

＊
一
〇
月
三
一
日　

民
主
化
運
動
期
の
非
公
然
出
版
物
に
お
け
る
文
学
資
料
、
文
部
科
学
省
特
定
領
域
研
究
「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化

の
研
究
」
下
京
学
会
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
、〔
研
究
会
〕

一
二
月　

山
田
敬
三
編
『
境
外
の
文
化―

―

環
太
平
洋
圏
の
華
人
文
学
』、
汲
古
書
院

　
　
　
　

一
．
香
港
現
代
詩
の
一
面―

―

王
良
和
と
そ
の
ザ
ボ
ン
連
作
に
つ
い
て―

―

、 

四
三
二―

四
五
二
頁
〔
論
文
〕

　
　
　
　

二
．
香
港
当
代
文
学
の
概
略―

―

劉
登
翰
『
香
港
文
学
史
』
を
め
ぐ
っ
て
、
七
二
六―

七
五
七
頁
〔
総
説
〕

二
〇
〇
五　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月 

文
革
期
の
地
方
文
学
雑
誌
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
「
言
語
文
化
論
究
」
№
20
、
一
三―

二
三
頁

〔
論
文
〕

　

一
月 

文
革
期
の
地
方
文
芸
雑
誌
に
つ
い
て
、『
ナ
オ
・
デ
・
ラ
・
チ
ー
ナ
』
第
８
号
、
二
三―

二
五
頁
〔
解
説
〕

　

三
月 

中
国
現
代
文
学
に
見
る
女
性
像―

―

「
女
性
」「
婦
女
」「
女
人
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て―

―

、
松
村
瑞
子
他
『
言
語
と
文

化
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
言
語
文
化
叢
書
XV
、
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
、
七
二―

八
三
頁
〔
論
文
〕

　

三
月 

〝
朦
朧
詩
の
発
見
〞―

―

「
論
争
」
か
ら
「
批
判
」
へ―

―
、
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
言
語
研
究
会
「
言
語
科
学
」

第
40
号
、
一―

一
七
頁
〔
論
文
〕

　

三
月 

『
中
華
人
民
共
和
国
の
非
公
然
刊
行
物
に
お
け
る
文
学
資
料
の
調
査
・
研
究
』﹇
平
成
15
〜
16
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特

定
領
域
研
究
（
二
）
）
研
究
成
果
報
告
書
﹈、
一―

三
三
二
頁
、
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
、〔
研
究
報
告
書
〕

　

三
月 

民
主
化
運
動
期
の
非
公
然
出
版
物
の
文
学
資
料―

―

《
沃
土
》
を
中
心
に―

―

、『
「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」
調
整

班
（
Ｂ
）
出
版
物
の
研
究
』
一
三―

二
八
頁
〔
論
文
〕
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四
月 

探
討
中
国
大
陸
「
文
革
時
期
文
学
」〔
蔡
長
江
訳
〕、
中
共
研
究
雑
誌
社
「
中
共
研
究
」[

台
北]

、
39
巻
460
期
、
九
〇―

一
〇
一
頁
〔
総
説
〕

　

四
月 

中
国
大
陸
地
下
文
学
時
代
意
義―

―

虚
心
向
歴
史
学
習
、
中
共
研
究
雑
誌
社
「
中
共
研
究
」[

台
北]

、
39
巻
460
期
、

一
〇
三―

一
〇
四
頁
〔
総
説
〕

　

六
月 
謝
冕
「
新
中
国
と
共
に
歌
う―

―

建
国
三
十
年
詩
歌
創
作
の
回
顧
」
そ
の
一　

熊
本
学
園
大
学
「
文
学
・
言
語
学
論
集
」

第
11
巻
２
号
、
第
12
巻
１
号
合
併
号
、
一
三
七―

一
五
八
頁
〔
翻
訳
・
解
題
〕 

　

七
月 

馮
乃
超
に
お
け
る
日
本
象
徴
詩
の
受
容―

―

「
蒼
白
」
と
い
う
詩
語
を
手
が
か
り
に
、
香
坂
順
一
先
生
悼
記
念
論
文
集
編

集
委
員
会
編
『
香
坂
順
一
先
生
追
悼
記
念
論
文
集
』、
光
生
館
、
二
四
三―

二
五
八
頁
〔
論
文
〕

八
月

＊
八
月
一
五
日　

日
本
郭
沫
若
研
究
会
的
活
動
、〝
郭
沫
若
与
中
国
知
識
分
子
在
民
族
解
放
戦
争
中
的
文
化
選
択
〞
国
際
学
術
研
討

会
、[

中
国
、
青
島]

青
島
大
学
〔
学
会
〕

＊
八
月
二
〇
日　

研
究
文
革
時
期
詩
歌
中
的
一
些
問
題
、
中
国
新
詩
一
百
年
国
際
研
討
会
、[

北
京]

達
園
賓
館
〔
学
会
〕

　

九
月 

虚
構
的
風
景―

―

郭
沫
若
早
期
詩
歌
《
晴
朝
》
的
風
景
、﹇
中
国
、
合
肥
﹈
安
徽
師
範
大
学
中
国
詩
歌
研
究
中
心
編
「
中

国
詩
学
研
究
」
第
４
輯
、
人
民
文
学
出
版
社
、
二
一
〇―

二
一
四
頁
〔
総
説
〕

　

九
月 

関
於
《
日
本
郭
沫
若
研
究
会
》、
四
川
郭
沫
若
研
究
会
「
郭
沫
若
学
刊
」
73
期
、
２
０
０
５
年
第
３
期
、
七
六―

七
八
頁
〔
解

説
〕

一
〇
月　

青
島
郭
沫
若
学
会
参
加
記
、
日
本
郭
沫
若
研
究
会
「
郭
沫
若
研
究
会
報
」
第
７
号
、
八―

一
一
頁
〔
雑
纂
〕

一
二
月 

謝
冕
「
新
中
国
と
共
に
歌
う―

―

建
国
三
十
年
詩
歌
創
作
の
回
顧
」
そ
の
二　

熊
本
学
園
大
学
「
文
学
・
言
語
学
論
集
」

第
12
巻
２
号
、
一
五
三―

一
七
六
頁
〔
翻
訳
〕
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二
〇
〇
六　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月 

一
九
二
〇
年
代
中
国
留
学
生
の
選
択
、
九
州
大
学
ア
ジ
ア
総
合
政
策
セ
ン
タ
ー
『
ア
ジ
ア
を
知
り
た
い
』
六
六―

六
七
頁
〔
解

説
〕

　

三
月 
北
京
大
学
許
智
宏
学
長
祝
辞
（
平
成
一
六
年
度
九
州
大
学
大
学
院
学
位
記
授
与
式
祝
辞
）、
九
州
大
学
総
務
部
広
報
室
『
九

州
大
学
講
演
集　

緑
風
』
第
４
号
、
八
七―

九
〇
頁
〔
翻
訳
〕

　

三
月 

李
学
鰲
的
伝
記
与
詩
歌
〔
沈
暁
弟
、
裴
立
杰
訳
〕、『
新
中
国
第
一
位
工
人
詩
人
李
学
鰲
』
大
衆
文
芸
出
版
社
、
三
六
三―

三
九
八
頁
〔
論
文
〕

　

六
月 

謝
冕
「
新
中
国
と
共
に
歌
う―

―

建
国
三
十
年
詩
歌
創
作
の
回
顧
」
そ
の
三　

熊
本
学
園
大
学
「
文
学
・
言
語
学
論
集
」

第
13
巻
１
号
、
八
五―
一
〇
一
頁
〔
翻
訳
〕

＊
八
月
七
日　

紅
衛
兵
時
代
の
出
版
と
そ
の
保
存
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
出
版
と
地
域
文
化
」
文
部
省
科
学
研
究
費
特

定
領
域
研
究
（
Ａ
）
成
果
報
告
会
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
、〔
科
研
成
果
報
告
会
〕

　

九
月 

中
国
現
代
文
学
与
九
州
、〔
李
書
元
訳
〕、﹇
成
都
﹈
四
川
大
学
中
文
系
「
現
代
中
国
文
化
与
文
学
」
第
３
輯
、﹇
中
国
、
成
都
﹈

巴
蜀
書
社
、
一
五
六―

一
六
三
頁
〔
総
説
〕

＊
九
月
二
五
日　

簡
介
近
一
五
年
日
本
対
中
国
新
詩
介
紹
・
研
究
情
況
、
第
二
届
華
文
詩
学
名
家
国
際
論
壇
、[

重
慶]

西
南
大
学
〔
学
会
〕

一
一
月　

橋
本
高
勝
編
『
中
国
思
想
の
流
れ
（
下
）
明
清
・
近
現
代
』
晃
洋
書
房
〔
総
説
〕

　
　
　
　

一　

硬
骨
の
「
修
正
主
義
哲
学
者
」―

―

楊
献
珍
、
二
八
三―

二
九
〇
頁

　
　
　
　

二　

マ
ル
ク
ス
主
義
の
解
説
者―

―

艾
思
奇
、
二
九
一―
二
九
七
頁

一
二
月 

記
抗
戦
時
期
的
旧
詩
雑
誌
《
民
族
詩
壇
》〔
劉
静
訳
〕、﹇
重
慶
﹈「
重
慶
師
範
大
学
学
報
、
哲
学
社
会
科
学
版
」
２
０
０
６

年
第
６
期
、
二
五―

三
二
頁
〔
論
文
〕

一
二
月 

謝
冕
「
中
国
現
代
詩
の
歩
み
（
一
九
一
九―

一
九
四
九
）
」
Ⅰ　

熊
本
学
園
大
学
「
文
学
・
言
語
学
論
集
」
第
13
巻
２
号
、 

二
〇
九―

二
五
六
頁
〔
翻
訳
・
解
題
〕



岩佐昌暲　経歴及び学術活動目録（184）― 78 ―

(25)

二
〇
〇
七　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月 

郭
沫
若
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム―

―

「
炉
中
煤
」
か
ら
思
い
つ
く
こ
と
、
日
本
郭
沫
若
研
究
会
「
郭
沫
若
研
究
会
報
」
第

９
号
、
一
〇―

一
二
頁
〔
総
説
〕

＊
一
月
二
七
日　

文
革
期
文
学
に
つ
い
て
、
東
ア
ジ
ア
社
会
文
化
研
究
会
、
熊
本
学
園
大
学
〔
研
究
会
〕

　

六
月　

中
国
与
日
本
：
中
国
現
代
詩
学
的
昨
日
与
今
天
、
対
談
：
岩
佐
昌
暲
、
呂
進
、[

北
京]

「
文
芸
研
究
」、
２
０
０
７
年
第

６
期
、
六
一―

七
一
頁
〔
総
説
〕

　

六
月　

謝
冕
「
中
国
現
代
詩
の
歩
み
（
一
九
一
九―

一
九
四
九
）
」
Ⅱ　

熊
本
学
園
大
学
「
文
学
・
言
語
学
論
集
」
第
14
巻
１
号
、

二
二
四―

二
五
四
頁
〔
翻
訳
〕

　

六
月　

이
와
사 

마
사
아
키
、「
高
紅
十 

‘理
想
의 

노
래
’

 

의 

미
완
적 

성
격
」、『
동
아
시
아 : 

비
교
와 

전
망
』
제
６
집
１
호
、
동

아
대
학
교 

동
아
시
아
연
구
원
、2007

년
、103- 126

쪽
。E

ast A
sia: C

om
parative Perspective,( 6- 1), T

h
e 

In
stitu
te for E

ast A
sian
 S
tu
dies. 

﹇
釜
山
﹈ D

on
g
-A
 U
n
iv
ersity

, 103- 126

〔
論
文
〕

　

七
月　

流
沙
河
「
草
木
篇
」
批
判
始
末
、
山
田
敬
三
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
南
腔
北
調
集
』
汲
古
書
店
、
五
一
一―

五
三
八
頁
〔
論
文
〕

＊
七
月
二
三
日　

从
「
炉
中
煤
」
想
到
的
几
件
事
、
当
代
視
野
下
的
郭
沫
若
研
究
国
際
研
討
会
、
、
中
国
四
川
省
楽
山
師
範
学
院
〔
学
会
〕

＊
九
月
二
一
日　

什
麼
是
文
革
文
学
、
文
革
時
期
文
学
研
究
国
際
学
術
集
会
、
熊
本
学
園
大
学
〔
学
会
〕

一
〇
月 

이
와
사 

마
사
아
키
、「
紅
衛
兵 

運
動
의 

輓
歌 -
郭
路
生
」、『
동
아
시
아
：
비
교
와 

전
망
』
제
６
집
２
호
、
동
아
대
학

교 

동
아
시
아
연
구
원
、2007

년
、91- 123

쪽
。E

ast A
sia: C

om
parative Perspective,( 6- 2), T

h
e In
stitu
te for 

E
ast A

sian
 S
tu
dies. 

﹇
釜
山
﹈ D

on
g
-A
 U
n
iv
ersity

, 91- 123

〔
論
文
〕

＊
一
二
月
一
日　

漢
字
に
お
け
る
反
訓
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
、
東
ア
ジ
ア
学
会
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
連
帯
二
一
合
同
研
究
会
、
西
南
学

院
大
学
西
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
〔
研
究
会
〕



熊本学園大学　文学・言語学論集　第20巻第２号（2013年12月25日） （183）― 77 ―

(26)

二
〇
〇
八　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
月　

漢
字
に
お
け
る
反
訓
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
、
東
ア
ジ
ア
学
会
「
東
ア
ジ
ア
研
究
」
第
７
号
、
六
〇
頁―

六
二
頁
〔
総
説
〕

　

二
月　

郭
沫
若
の
博
多―

―

海
と
松
原
、
西
日
本
文
化
協
会
「
西
日
本
文
化
」
№
431
、
二
〇―

二
二
頁
〔
総
説
〕

　

三
月　

文
革
期
の
小
説
『
生
命
』
と
そ
の
批
判
に
つ
い
て
、『
吉
田
富
夫
先
生
退
休
記
念
中
国
学
論
集
』
汲
古
書
店
、
三
七
一―

三
八
三
頁
〔
論
文
〕

　

三
月 

紅
衛
兵
時
代
の
出
版
物
と
そ
の
保
存
〔
岩
佐
昌
暲
・
陳
奇
仲
・
鱒
沢
彰
夫
〕、
磯
部
彰
編
『
東
ア
ジ
ア
の
出
版
と
地
域
文

化　

む
か
し
の
本
の
も
の
が
た
り
』
汲
古
書
院
、
一
二
五―

一
六
二
頁
〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
〕

　

三
月
一
五
日　

日
中
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
日
中
の
文
学
・
思
想
に
お
け
る
異
文
化
理
解
、
関
東
学
院
大
学
文
学
部
、
Ｋ
Ｇ
Ｕ
関
内

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
〔
フ
ォ
ー
ラ
ム
〕

　

三
月　

郭
沫
若
顕
彰
碑
、（
九
州
大
学
医
学
部
図
書
館
前
）〔
撰
文
〕

　

五
月 

「
帰
来
」
と
い
う
主
題―

―
八
十
年
代
中
国
詩
の
一
面―

―

、
九
州
中
国
学
会
「
九
州
中
国
学
会
報
」
第
46
巻
、
七
六―

九
〇
頁
〔
論
文
〕

　

八
月　

郭
沫
若
と
九
州
大
学
（
冊
子
）
九
州
大
学
国
際
交
流
推
進
室
〔
監
修
〕

一
〇
月
六
日　

福
岡
の
「
文
化
遺
産
」
と
し
て
の
郭
沫
若―

―

郭
沫
若
研
究
国
際
学
会
を
終
え
て
、「
西
日
本
新
聞
」〔
総
説
〕

＊
一
〇
月
一
九
日　

 

転
形
期
一
九
七
八
年
を
再
考
す
る―

―
中
国
現
代
詩
に
お
け
る
一
九
七
八
年
、
日
本
現
代
中
国
学
会
第
58
回

全
国
学
術
大
会
、
東
京
大
学
〔
学
会
〕

一
二
月　

謝
冕
「
中
国
現
代
詩
の
歩
み
（
一
九
一
九―

一
九
四
九
）
」
Ⅲ　

熊
本
学
園
大
学
「
文
学
・
言
語
学
論
集
」
第
15
巻
２
号
、

三
八
六―

四
一
六
頁
〔
翻
訳
〕

二
〇
〇
九　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
二
月
二
一
日　

朦
朧
詩
に
つ
い
て
、「
文
化
大
革
命
の
文
化
史
的
再
考
」
第
２
回
研
究
会
、﹇
東
京
本
郷
﹈
機
山
館
〔
研
究
会
〕
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＊
三
月
二
六
日　

関
於
現
代
文
学
研
究
中
的
実
証
問
題―

―

以
〝
暴
露
与
諷
刺
〞
為
例
子―
―

、﹇
マ
カ
オ
﹈
澳
門
大
学
中
文
系
〔
招

待
講
演
〕

　

七
月 

老
一
代
詩
人
的
新
生―

―

論
四
川
詩
人
梁
上
泉
的
詩
﹇
葉
方
侠
訳
﹈、
彭
斯
遠
編
『
透
視
梁
上
泉
』、﹇
中
国
、
北
京
﹈
作

家
出
版
社
、
九
四―

一
〇
七
頁
〔
論
文
〕

＊
八
月
二
七―
二
八
日　

G
u
o M
oru
o R
esearch

 in
 Japan

, F
irst W

orld C
on
g
ress of In

tern
ation

al G
u
o M
oru
o 

A
cadem

y
, Joh

n
s H
opkin

s U
n
iv
ersity

, U
S
A

〔
学
会
〕

　

八
月　

郭
沫
若
的
旧
体
詩
《
睡
起
》
與
《
民
族
詩
壇
》〔
岩
佐
・
蔡
震
〕
、P

roceeding of International G
uo M

oruo 

A
cadem

y
, Joh

n
s H
opkin

s U
n
iv
. 

七
九―

八
四
頁
〔
論
文
〕

＊
一
〇
月
九
日　

私
と
文
革
、
二
〇
〇
九
年
度
中
国
現
代
文
学
研
究
者
懇
話
会
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
〔
研
究
会
〕

一
二
月　

日
本
に
お
け
る
郭
沫
若
研
究
九
〇
年
、
熊
本
学
園
大
学
「
文
学
・
言
語
学
論
集
」
第
16
巻
第
２
号
、
三
五―

四
九
頁
〔
総
説
〕

＊
一
二
月
二
二
日　

日
本
に
お
け
る
文
革
期
文
学
の
研
究
状
況―

―

そ
の
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
、
愛
知
大
学
国
際
中
国
学
研
究
セ
ン

タ
ー
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
内
外
文
化
大
革
命
研
究
の
現
状
と
問
題
点
」
愛
知
大
学
車
道
校
舎
〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

二
〇
一
〇　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

二
月 

《
民
族
詩
壇
》
執
筆
者
索
引
〔
岩
佐
・
呉
双
・
蔡
震
〕、
熊
本
学
園
大
学
付
属
海
外
事
情
研
究
所
「
海
外
事
情
研
究
」
第
37

巻
第
２
号
、
一
五
一―

一
七
三
頁
〔
索
引
〕　

　

三
月 

日
本
に
お
け
る
文
革
期
文
学
の
研
究
状
況―

―

そ
の
簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
文
化
大
革
命

の
文
化
史
的
再
考
」、
和
光
大
学
「
文
化
大
革
命
の
文
化
史
的
再
考
」
研
究
会
事
務
局
、
四
九―

五
六
頁
〔
総
説
〕

＊
四
月
二
〇
日　

有
關　

日
本
文
學
和
〝
日
本
語
文
學
〞
的
研
究―

―

作
為
〝
漢
語
新
文
學
〞
論
的
補
充
、〝
漢
語
新
文
學
史
〞
國

際
學
術
研
討
會
、﹇
マ
カ
オ
﹈
澳
門
大
學
〔
学
会
〕

＊
五
月
一
六
日　

時
代
の
陥
穽―

―

張
天
翼
の
小
説
『
華
威
先
生
』
を
め
ぐ
っ
て
、
九
州
中
国
学
会
第
58
回
大
会
、
熊
本
学
園
大
学
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〔
学
会
〕

　

八
月 

五
言
旧
詩
「
題
延
光
四
年
磚
」
を
め
ぐ
っ
て―

―

『
民
族
詩
壇
』
と
の
関
わ
り
そ
の
他
、『
郭
沫
若
の
世
界
』
花
書
院
、

一
二
九―

一
三
七
頁
〔
論
文
〕

＊
八
月
二
〇
日　

「
作
為
文
献
史
料
的
報
紙
文
章―

―

記
郭
沫
若
一
九
五
五
年
訪
日
的
報
道
」、
郭
沫
若
文
献
史
料
国
際
学
術
研
討
会

暨
Ｉ
Ｇ
Ｍ
Ａ
学
術
年
会
、﹇
済
南
﹈
山
東
師
範
大
学
〔
学
会
〕

一
二
月 

謝
冕
「
中
国
現
代
詩
の
歩
み
（
一
九
一
九―

一
九
四
九
）
」
Ⅳ　

熊
本
学
園
大
学
「
文
学
・
言
語
学
論
集
」
第
17
巻
２
号
、

二
〇
七―
二
三
二
頁
〔
翻
訳
〕 

一
二
月 

序
文
、
間
ふ
さ
子
『
中
国
南
方
話
劇
運
動
研
究
』
九
州
大
学
出
版
会
、
ⅰ―

ⅳ
頁
〔
序

〕

＊
一
二
月
四
日　

日
本
に
お
け
る
郭
沫
若
研
究
、
日
本
聞
一
多
学
会
創
立
一
〇
周
年
記
念
大
会
、
二
松
学
舎
大
学
〔
学
会
〕

＊
一
二
月
一
九
日　

「
我
們
需
要
重
新
回
到
史
料
中
去
」、
中
国
抗
戦
文
史
研
究
国
際
学
術
研
討
会
、
重
慶
師
範
大
学
〔
学
会
〕

二
〇
一
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

六
月 

謝
冕
「
中
国
現
代
詩
の
歩
み
（
一
九
一
九―

一
九
四
九
）
」
Ⅴ　

熊
本
学
園
大
学
「
文
学
・
言
語
学
論
集
」
第
18
巻
１
号
、

一
三
一―

一
六
四
頁
〔
翻
訳
〕

　

九
月 

《
民
族
詩
壇
》
と
い
う
雑
誌
、
熊
本
学
園
大
学
付
属
海
外
事
情
研
究
所
「
海
外
事
情
研
究
」
第
39
巻
第
１
号
、
一
一
一―

一
二
八
頁
〔
論
文
〕

＊
一
〇
月
二
二
日
、「
《
女
神
》
研
究
在
日
本
」、
中
国
郭
沫
若
研
究
会
・
西
華
師
範
大
学
共
催
「
《
女
神
》
与
二
〇
世
紀
中
国
文
学
学

術
研
討
会
暨
郭
沫
若
研
究
青
年
論
壇
」、﹇
四
川
省
充
南
市
﹈
西
華
師
範
大
学
〔
学
会
〕

一
一
月 

我
們
需
要
回
到
資
料
中
去―

―

有
関
《
華
威
先
生
》
的
研
究
、「
抗
戦
文
史
研
究
」
第
二
輯
、﹇
重
慶
﹈
西
南
師
範
大
学
出

版
社
、
九
一―

一
〇
一
頁
〔
論
文
〕

一
二
月 

一
九
四
五
年
八
月
の
断
章―

―

抗
戦
勝
利
と
昆
明
の
知
識
人
、
日
本
聞
一
多
学
会
会
報
「
神
話
と
詩
」
第
10
号
、
七
三―
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八
二
頁
〔
総
説
〕

一
二
月 

謝
冕
「
中
国
現
代
詩
の
歩
み
（
一
九
一
九―

一
九
四
九
）
」
Ⅵ　

熊
本
学
園
大
学
「
文
学
・
言
語
学
論
集
」
第
18
巻
２
号
、 

三
二
七―

三
五
〇
頁
〔
翻
訳
〕

二
〇
一
二　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月 

日
本
に
お
け
る
郭
沫
若
『
女
神
』
の
研
究
、
熊
本
学
園
大
学
付
属
海
外
事
情
研
究
所
「
海
外
事
情
研
究
」
第
39
巻
第
２
号
、

一
三
九―
一
五
二
頁
〔
総
説
〕

　

三
月 

郭
沫
若
「
私
の
詩
作
の
経
緯
」〔
顧
雯
訳
、
岩
佐
昌
暲
解
題
〕
、「
東
海
大
学
総
合
経
営
学
部
紀
要
」
第
４
号
、 

八
九―

一
〇
〇
頁
〔
翻
訳
・
解
題
〕

　

四
月 

記
日
本
対
郭
沫
若
《
女
神
》
的
研
究
〔
顧
雯
訳
〕、「
郭
沫
若
学
刊
」
二
〇
一
二
年
２
期
、
100
期
、
五
四―

五
九
頁
〔
総
説
〕

　

七
月 

若
干
郭
沫
若
詩
歌
的
写
作
背
景
、『
郭
沫
若
研
究
文
献
匯
要
（
１
９
２
０―

２
０
０
８
）
』
巻
６
文
学
・
詩
歌
巻
、
上
海
書

店
出
版
社
、
二
一
一―

二
二
三
頁
〔
論
文
〕

一
一
月 

囲
繞
郭
沫
若
的
五
言
旧
体
詩
《
題
延
安
光
四
年
磚
》
的
小
問
題―

―

与
《
民
族
詩
壇
》
的
関
係
及
其
他
、〔
程
楠
訳
〕、﹇
成

都
﹈「
成
都
大
学
学
報
」
社
会
科
学
版
、
二
〇
一
二
年
６
期
、
一
一
〇―

一
一
三
頁
〔
論
文
〕

一
二
月
二
日　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

21
世
紀
中
国
文
化
と
知
識
人
、
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
、
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、

〔
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
・
パ
ネ
ラ
ー
〕

一
二
月 

中
国
現
代
詩
を
貫
く
も
の―

―

〈
暗
黒
／
光
明
〉
と
い
う
創
作
モ
デ
ル
を
め
ぐ
っ
て
、
熊
本
学
園
大
学
「
文
学
・
言
語
学

論
集
」
第
19
巻
２
号
、
一
五
八―

二
〇
二
頁
〔
論
文
〕

二
〇
一
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月 

郭
沫
若
「
郭
沫
若
よ
り
宗
白
華
へ
の
手
紙
」〔
顧
雯
訳
、
岩
佐
昌
暲
解
題
〕、「
東
海
大
学
総
合
経
営
学
部
紀
要
」
第
５
号
、 



熊本学園大学　文学・言語学論集　第20巻第２号（2013年12月25日） （179）― 73 ―

(30)

四
九―

六
〇
頁
〔
翻
訳
・
解
題
〕

　

四
月 

『
く
ま
が
く
中
国
語　

発
音
編
』〔
岩
佐
・
石
・
李
・
野
田
編
〕、
熊
本
学
園
大
学
外
国
語
学
部
東
ア
ジ
ア
学
科
中
国
語
教
室
、

一―

三
三
頁
〔
教
科
書
〕

　

八
月 
流
沙
河
断
章
、
大
江
論
叢
編
輯
委
員
会
「
大
江
論
叢
」、
三―

六
頁
〔
雑
纂
〕

　

九
月 
経
典
長
詩
《
香
妃
夢
回
》
日
訳
「
香
妃
の
還
る
」、﹇
香
港
﹈
香
港
文
学
促
進
協
会
「
香
港
文
学
報
」
２
０
１
３
年
第
３
期
（
総

128
期
）、
三
頁
〔
翻
訳
〕

　

九
月 

張
詩
剣
「
香
妃
夢
回
」
、
熊
本
学
園
大
学
付
属
海
外
事
情
研
究
所
「
海
外
事
情
研
究
」
第
40
巻
第
１
号
、
一
五
九―

一
六
八
頁
〔
翻
訳
・
解
題
〕

＊
一
〇
月
二
七
日　

「
傷
痕
」
の
主
題
を
め
ぐ
っ
て―
―

「
決
裂
」
か
ら
「
和
解
」
へ
、
日
本
現
代
中
国
学
会
第
63
回
全
国
学
術
大
会
、

福
岡
大
学
〔
学
会
〕

＊
一
二
月
六
日　

改
革
開
放
体
制
下
的
詩
歌―

―

旧
的
詩
歌
写
作
模
式
要
復
活
？
、「
改
革
開
放
前
後
中
国
当
代
詩
歌
趨
勢
」
国
際

学
術
研
討
会
、﹇
釜
山
﹈
東
亜
大
学
石
堂
学
術
院
人
文
科
学
研
究
所
〔
学
会
〕
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「
学
術
活
動
目
録
」
付
記

　

専
任
と
し
て
八
年
、
特
任
と
し
て
一
年
、
ま
る
ま
る
九
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
本
学
と
も
、
明
年
三
月
を
以
て
お
別
れ
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
わ
た
し
は
か
ね
て
定
年
退
職
の
あ
か
つ
き
に
は
、
自
分
の
「
経
歴
・
研
究
業
績
表
」
を
本
誌
に
掲
載
し
て
お
き
た
い
と

考
え
て
い
た
。
だ
が
、
わ
が
『
文
学
言
語
学
論
集
』
は
、
規
程
に
よ
っ
て
、「
経
歴
・
研
究
業
績
目
録
」
の
類
を
掲
載
し
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
た
だ
、
一
定
の
年
限
（
十
五
年
以
上
）
在
職
し
た
者
に
は
定
年
退
職
の
際
に
「
特
別
号
」（
例
え
ば
、
○
○
教
授
退
職
記
念
号
）

を
刊
行
で
き
る
と
い
う
条
項
が
あ
り
、
十
五
年
以
上
の
在
職
者
は
そ
の
機
会
に
「
経
歴
・
研
究
業
績
目
録
」
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

数
年
前
の
総
会
で
、
掲
載
で
き
る
原
稿
と
し
て
、
退
職
教
員
の
経
歴
・
研
究
業
績
を
加
え
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
う
す
る
よ

う
主
張
し
た
の
は
わ
た
し
で
あ
る
。
わ
た
し
は
研
究
者
が
、
定
年
退
職
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
研
究
者
た
る
身
分
」
を
保
証
さ
れ
て
き

た
職
場
を
離
れ
る
に
当
た
っ
て
自
分
の
そ
れ
ま
で
の
研
究
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
経

歴
・
研
究
業
績
表
」
の
よ
う
な
形
で
公
に
し
た
い
と
考
え
る
の
も
人
情
と
し
て
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
を
在
職
年
数
で
制
限
す
る
の

は
情
理
に
悖
る
、
と
い
う
人
情
論
を
述
べ
て
、
編
集
規
程
の
変
更
を
求
め
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
時
も
申
し
添
え
た
が
、
そ
れ

は
わ
た
し
個
人
が
や
が
て
来
る
べ
き
定
年
の
際
に
そ
う
し
た
記
録
を
残
し
て
お
き
た
い
と
い
う
利
己
的
な
考
え
か
ら
出
て
い
た
（
た

だ
、
こ
う
い
う
主
張
を
し
た
の
は
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
。
こ
の
雑
誌
の
「
特
別
号
」
の
規
程
で
は
、
不
幸
に
し
て
逝
去
し
た

教
員
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
在
職
十
年
以
上
の
者
の
み
し
か
追
悼
号
を
出
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
規
定
は
、
わ
た

し
に
は
馬
鹿
げ
た
「
権
威
主
義
」
に
感
じ
ら
れ
た
。
逝
去
者
の
「
特
別
号
」
は
、
死
者
を
追
悼
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
が
、

追
悼
さ
れ
る
た
め
に
十
年
以
上
の
在
職
期
間
が
必
要
な
の
で
あ
っ
た
（
！
）
わ
た
し
は
い
さ
さ
か
腹
を
立
て
て
も
い
て
、
こ
う
い
う

規
程
は
変
え
る
べ
し
、
と
考
え
て
い
た
の
だ
）。
と
も
あ
れ
、
規
程
は
変
更
さ
れ
、
小
稿
は
そ
の
適
用
を
受
け
る
最
初
の
例
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

「
研
究
業
績
」
と
い
う
も
の
に
は
一
定
の
書
式
が
あ
る
。
著
書
、
論
文
（
い
わ
ゆ
る
研
究
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
）、
総
説
・
解

説
、
等
等
に
分
類
し
て
記
述
す
る
わ
け
で
あ
る
。
今
回
、
わ
た
し
も
そ
の
書
式
に
従
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
目
録
が
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わ
た
し
に
と
っ
て
自
ら
が
研
究
者
と
し
て
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
振
り
返
り
、
確
認
す
る
、
そ
し
て
そ
れ
を
公
に
で
き
る
最
後
の
機

会
で
あ
る
こ
と
に
思
い
い
た
っ
て
、
考
え
を
変
え
た
。
自
分
の
「
研
究
業
績
」
を
編
年
式
に
ま
と
め
て
み
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

「
研
究
業
績
」
を
項
目
別
に
分
類
せ
ず
、
年
代
順
に
並
べ
て
い
く
作
業
は
、
個
人
的
に
は
わ
た
し
自
身
の
歩
み
を
振
り
返
る
こ
と

で
も
あ
り
、「
業
績
」
の
た
め
に
苦
労
し
て
い
た
時
の
研
究
上
の
事
情
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
当
時
の
生
活
状
況
や
人
間
関
係
な
ど

ま
で
が
思
い
出
さ
れ
、
な
か
な
か
楽
し
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
過
程
で
、
わ
た
し
は
い
わ
ゆ
る
「
研
究
業
績
」
だ
け
で
な
く
、
研
究

的
要
素
を
も
っ
た
雑
文
や
、
教
え
子
の
著
書
の
序
文
、
跋
の
よ
う
な
も
の
ま
で
、
時
系
列
的
に
書
き
こ
ん
だ
。
大
学
や
地
域
の
市
民

講
座
や
講
演
会
の
よ
う
な
も
の
ま
で
入
れ
る
こ
と
は
や
め
た
が
、
私
個
人
の
研
究
テ
ー
マ
と
関
わ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
小
さ
な
研

究
会
で
の
報
告
や
講
演
の
類
も
入
れ
た
。
こ
れ
で
数
が
増
え
た
。　

さ
ら
に
、
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
原
著
で
は
な
く
、
翻
訳
発
表
さ
れ
た
論
文
等
を
入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ

る
。
わ
た
し
の
書
い
た
も
の
の
う
ち
、
中
国
（
ご
く
わ
ず
か
香
港
、
韓
国
）
で
翻
訳
発
表
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
多
く
は
な
い
が
、

少
な
い
数
で
も
な
い
。
そ
れ
ら
を
「
業
績
」
と
し
て
こ
こ
に
書
け
ば
二
重
の
記
載
に
な
る
。
躊
躇
し
た
が
、
や
は
り
記
載
す
る
こ
と

に
し
た
。
自
分
の
書
い
た
も
の
が
翻
訳
発
表
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
嬉
し
く
、
他
人
に
誇
り
た
い
と
い
う
単
純
な
見
栄
が
は
た
ら

い
た
か
ら
だ
。
た
だ
、
そ
の
た
め
に
「
業
績
」
の
数
が
ず
い
ぶ
ん
増
え
た
。
同
じ
内
容
の
文
の
日
本
語
版
と
翻
訳
版
と
を
両
方
載
せ

て
い
る
か
ら
で
、
こ
れ
は
水
増
し
で
あ
る
。
正
味
の
学
術
論
文
だ
け
、
と
い
う
こ
と
な
ら
「
業
績
」
は
こ
の
半
分
く
ら
い
し
か
な
い

だ
ろ
う
。

題
名
を
「
研
究
業
績
目
録
」
と
せ
ず
、「
学
術
活
動
目
録
」
と
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。（
二
〇
一
三
年
十
二
月
三
校
の
際
に

記
す
）


